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３月「資材・飼料等高騰対策」オセアニア農業研修視察団 ８
日間

5

◆ １人部屋追加代金 105,000 円

◆ 食　　　事 朝５回、昼５回、夕３回（機内食は除く）

◆ 添　乗　員 日本出発から日本帰着まで同行します。

◆ 結　団　式 感染状況などを踏まえ、適切に判断いたします。	
実施する場合は、空港近郊で行います。

日程 日付 国名 スケジュール 宿泊地 利用予定ホテル
（下記または同等クラス）

食事
朝 昼 夜

1 3/4 ㈪ 夜 	羽田または成田より空路、メルボルンへ 機内 □ □ ★

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

2 3/5 ㈫ 午前 	到着後、穀物生産農家視察 メルボルン クラリオンスイーツメルボルン ★ ■ ■

3 3/6 ㈬ 午前 	市内青果市場視察
午後 	特産肉牛提供施設視察 メルボルン クラリオンスイーツメルボルン ■ ■ □

4 3/7 ㈭ 午前 	メルボルン市内流通事情視察
午後 	空路、シドニーへ シドニー リッジスワールドスクエア ■ ■ ■

5 3/8 ㈮ 終日 	野菜・果樹生産農家視察 シドニー リッジスワールドスクエア ■ ■ □

6 3/9 ㈯ 午前 	市内流通事情視察
午後 	市内観光 シドニー リッジスワールドスクエア ■ ■ ■

7 3/10 ㈰ 	 出発までフリータイム
夜 	空路、羽田または成田へ 機内 ■ □ ★

8 3/11 ㈪ 朝 	到着後、解散 ★

成田空港
もしくは
羽田空港

成田空港
もしくは
羽田空港

オーストラリア

メルボルン
シドニー

境界・都市の位置は大体の目安です。

航空機

生産コスト高騰への打開策を学ぶ
　輸入飼料の高騰により大きな影響を受ける日本国内農業への打開策を探ります。食料自給率（カロリーベース・2019）169％
の自給力を持つ農業大国オーストラリアで、穀物生産農家や果樹・野菜生産農家を視察し、流通事情を学びます。為替の影響や日
本国内マーケットの将来性をどうとらえているのかを知る機会を創出します。

実 施 月 日 2024年3月4日㈪～3月11日㈪　８日間
訪 問 国 オーストラリア（メルボルン・シドニー）
旅 行 代 金 860,000円 （大人お１人様、２名１室）
募 集 人 員 30名 （最少催行人員15名）
申込締切日 2024年1月4日㈭ ※ただし定員になり次第、

　締め切らせていただきます。

旅行代金には、空港施設使用料・旅客保安サービス料と現地空港諸税・燃油サー
チャージは含まれておりません。別途、お支払いいただきます（正式な金額につい
ては、別途書面で通知いたします）。

注
　
意

日程表中のマークの見方 〈食事〉■＝食事あり　□＝食事なし　★＝機内食

※後日あらためて集合・解散地・時刻をお知らせいたします。
※やむを得ず、日程・視察先が一部変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。


